
1958 年山口県生まれ。児童文学作家、ノートルダム清心女子
大学教授を経て、山口学芸大学客員教授。大学院修了後、慶應
大学医学部病院管理学教室にて読書療法の研究に着手。小児病
棟の子どもたちと絵本を介したコミュニケーションの可能性に
ついて考える。その後 0 歳から 100 歳まで、いろいろな場所
でいろいろな人との絵本の読みあいを行いながら、児童文学の
創作を続ける。近年は刑務所での絵本を仲立ちとした教育プロ
グラムづくりや、受刑母とその子どもとのコミュニケーション
を支える活動を実施。2017 年、「長期入院児のための絵本の読
みあい」で、第 1 回日本絵本研究賞受賞。2024 年、長年児童文化・
文芸の向上と普及に貢献したとして第 45 回巌谷小波文芸賞受
賞。

山口学芸大学客員教授・児童文学作家

村中 李衣

いま図書館がおもしろい

ワークショップ

　「絵本の読みあい」

講演会

「絵本がつなぐ心と心」

日時：2025 年 8月6日（水）
場所：2F研修室　　定員：40名（先着順）

申込みはこちらから

山口学芸大学客員教授で児童文学作家の村中李衣さんによ
る楽しい研修です。村中さんは、幅広い年代の方とあらゆ
る場所で絵本の読みあいを続け、絵本を通したコミュニケー
ションの可能性についての研究もされています。
絵本や読みあいの可能性について一緒に考えてみませんか。

講師プロフィール

講師

対象：子どもたちの読書支援に関心をお持ちの方
　　（主に学校司書向けの内容になります）

主催：石川県少子化対策監室
共催：石川県立図書館
　　　石川県公共図書館協議会

10:00-11:30

13:30-15:00


